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教養セミナーの充実について  
－アンケートの分析を中心に一  
立松潔   
（人文学部，高等教育研究企画センター教育評価分析部門長）  
1．平成19年度の教養教育見直しと教養セミナー  
平成19年度から本学では教養教育見直しに伴い，教養セミナーの開講コマ数が50コマ   
から60コマに増えることになる。これは，非常勤講師の削減に伴う一般教育の開講コマ数   
減少の代償として，一般教育の充実を図る方策として提案されたものである。  
増加するのは政経・社会領域が3コマ，数理・物質領域が3コマ，学際・総合領域が2コ   
マであり，このほか健康・スポーツ領域で2単位科目のスポーツセミナー2コマが新設され   
ることになった。この改革案は教育委員会で平成18年11月13日に承認され，それに基づく   
平成19年度の教養教育実施案が11月30日に教養教育専門委員会で決定されている。  
教養セミナーの充実はかねてからの懸案であり，10年以上前（教養部時代）から様々な   
改革案が提案されてきた（1）。教養セミナーを60コマ程度に増やすことについては，平成12   
年に教養教育研究会が『教養教育新世紀への課題と展望』（平成12年3月）で，「教養セ   
ミナーを転換教育の性格も持たせ，大幅に拡充する。・・・全員が履修できるよう，30名   
平均で60コマの開講を目指す。」（p．22）としていた。7年越しの懸案が今回ようやく実   
現したことになる。  
教養セミナーの1コマ当たり履修者の平均は年度によって多少変化するが，おおよそ30   
人程度であり，60コマで1800人が履修でき，ほぼ1年生全員をカバーすることができる。   
全学生が履修可能なコマ数が開講できたという意味で，今回の充実策は画期的であったと   
も評価できよう。しかし，教養セミナーの履修は学生の自由選択にまかされており，実際   
には履修しない（あるいはできない）学生が多数いるのが現状である。また，内容につい  
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ても今後改善しなければならない点が少なくない。量的に一定の開講規模が達成された現   
在こそ，教養セミナーの改善について真剣に取り組む時期であると思われる。  
今回の見直しにあたって，教育委員会に設置された教養教育見直し検討委員会のワーキ   
ンググループは，学生と授業担当教員に対して教養セミナーに関するアンケート調査を行   
った（実施期日は平成18年1～2月）。本稿はこのアンケートや授業改善アンケートの結果   
から，教養セミナーが抱えている課題を明らかにし，今後の改善の方向について検討して   
みたいと思う。  
2．教養セミナーと転換教育  
教養セミナーは初年次学生に対して行う転換教育（導入教育）の場として重要な意味を   
持っている。教養セミナーを転換教育の場として位置付けたのは，学内では教養教育研究   
委員会の『前掲書』（平成12年3月）が初めてであるが，転換教育に関する詳しい説明が明   
らかにされたのは，同委員会による平成12年9月の報告書『教養教育の改善と大学教育』   
においてである。そこでは転換教育（導入教育）を「新入生が大学での授業にスムースに   
移行するために必要な教育」と定義し，その役割を次の二つであるとしている。  
すなわち，まず第一は「大学や学問に対して明確な認識を持たない新入生に対し，大学   
で学ぶことの意義や学問の面白さを伝えること」（p．11）である。そしてそれには受け身の   
立場で授業を聞くだけでなく「自ら考え，自ら探求する」ことが必要であり，そのような   
主体的に学問に取り組む姿勢を身につけることが転換教育の役割である，としている。  
さらに報告書は，転換教育のもう一つの役割を「学問を志すものにとって必要な各種の   
基本的技法の獲得」（p．12）であるとし，次のように指摘する。  
「ここでの基本的な技法とは，レポートの書き方（日本語による文章作成能力の育成），   
討論や口頭による意見発表の訓練，ノートの取り方，参考文献や資料の探し方（図書館の   
利用方法）などである。これらの技法の向上には，教員による個別・具体的な指導が有効  
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であり，しかもこれからの大学での学習や研究を進めるためにも不可欠のものであるため，   
できるだけ早い時期に指導を行うことが有効である」（p．12）と。  
前者の「自ら考え，自ら探求する」姿勢（課題探求能力）を身につけるためには，学生   
が主体的に課題に取り組み，その成果を発表できるようにするためのきめの細かい指導が   
必要であるが，これには比較的少人数を対象とした授業でないと困難である。また，後者   
のレポート作成や口頭発表などの基礎的技法の訓練も，大教室での講義では容易ではない。   
いずれも，教養セミナーのような少人数クラスでの指導が効果的なことは明らかであろう。  
ところで，現行の教養セミナーは，そのような基本的技法を学ぶ場として機能している   
であろうか。そこで昨年実施した教員アンケートで教養セミナーの内容および目的を見る   
と，図表1，図表2の通りである。  
まず，教   
養セミナー   
の内容につ   
いては，担   
当教員の約   
3分の2が  
図表1担当した教養セミナーの内容（教員、複数回答可）  
内容   人数  構成比   
1．学生の討論や発表などの場を設けている。   19  57．6％   
2．学生にレポートを提出させている。   22  66．7％   
3．学生に課題をあたえるなど、主体的に勉強に取り組ませている。  12  36．4％   
4．野外実習（フィールドワーク）など体験型の授業を行っている。   10  30．3％   
5．実験、実習を取り入れている。   9  27．3％   
6．テキスト（日本言吾文献）の講読（輪読）を中心に進めている。   7  21．2％   
7．外国言吾文献の講読（外書講読）を取り入れている。   3．0％   
8．学生がグループで課題に取り組む集団学習を取り入れている。   5  15．2％   
アンケート回答数員数   33  100．0％   
図表2 教養セミナーの目的（教員、複数回答可）   
選択肢   人数  構成比   
1．課題を見出し探求する能力の向上   17  51．5％   
2．討論や議論をする能力の向上   13  39．4％   
3．人前で話したり、発表したりする能力の向上  15  45．5％   
4．レポートや論文の作成能力の向上   10  30．3％   
5．共同作業能力、チームワーク能力の向上   5  15．2％   
6．専門の基礎となるような基礎学力の習得   9  27．3％   
7．社会人としての幅広い教養の習得   23  69．7％   
8．実験・実習の方法や基礎技術の習得   4  12．1％   
アンケート回答数員数   33  100．0％  
「学生にレポートを提出させて   
いる」としており，「学生の討論   
や発表などの場を設けている」   
という回答も6割近く（58％）   
を占めている。教養セミナーが，  
文章作成能力や討論や発表能力など，基礎的技法の訓練の場としての役割を果たしている   
ことが明らかである。  
また，「学生に課題をあたえるなど，主体的に勉強に取り組ませている」という回答が   
36％，「野外実習など体験型の授業を行っている」が30％，「実験，実習を取り入れている」  
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も27％を占めていた。課題探求型の教養セミナーも，かなりの割合を占めていると言って   
良いであろう。  
教養セミナーの担当教員はその目的についてどう考えているのであろうか。図表2を見   
ると，最も多い回答は「社会人としての幅広い教養の習得」（70％）であるが，次に多い   
のが「課題を見出し探求する能力の向上」（52％）であり，過半数を超えている。課題探求   
能力を身につけることの重要性は，担当教員の間でかなりの程度共有されされているよう   
である。  
さらに，「人前で話したり，発表したりする能力の向上」を目的とするものが45％，「討   
論や議論をする能力の向上」が39％，「レポートや論文の作成能力の向上」も30％となっ   
ており，いずれも比較的高い割合を占めているが，まだ過半数を超えるには至っていない。   
たとえ多くの教養を身につけ，課題探求能力を向上させたとしても，それを周囲に伝える   
コミュニケーション能力が不足していれば，職場や社会的活動においてそれを活かすこと   
はできない。教養セミナーでも，今後さらにコミュニケーション能力育成に向けた意識を   
強めていくことが必要とされている。。  
3．教養セミナーと授業評価  
授業評価の学生アンケートにおいて，教養セミナーの満足度は極めて高い。これまで教   
養教育関連の委員会等で，たびたび教養セミナー充実の方針が出されてきたのは，それが   
学生から好評で，高い教育効果をあげていたからに他ならない。  
図表3は授業改善アンケートの「この授業を総合的に判断すると良い授業だと思います  
か」という設問に対する学   
生の5段階評価（5：はい，   
4：まあそうである，3：   
どちらとも言えない，2：   
図表3総合満足度の時系列変化  
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あまりそうとは言えない，1：いいえ）による回答結果の平均値である。これを見ると，   
教養セミナーは講義形式の授業と比べ毎年高い評価を得ており，しかもそれは，ほぼ最近   
になるほど高くなっていることがわかる（2）。  
図表4は授業改善アンケートの各設問項目ごとに，教養セミナーと講義形式の授業を比   
較したものである。これによれば，教養セミナーの評価が講義形式の授業と比べて最も高   
いのが，設問7の「教官とのコミュニケーションがとれていた」への回答であり，両者の   
差は0．88ポイントにも達していることがわかる。そして設問8の「授業方法は工夫されて   
いたか」（0．66ポイント），設問2の「内容を理解できた」（0．57ポイント）についても，   
教養セミナーの高い評価が目立っている。  
図表4教養セミナーの授業評価結果（平成17年度前後期合計）  
アンケート設問等   教養セミ  少人数  
ナー（A）   
講義（B）  A－B   講義（C）  A－C   
アンケート回答授業数   44   237  50  
1コマ当たりの履修登録者数   38．2  105．3    22．2  
1この授業を意欲的に受講した   4．30  3．83  0．47  4．06  0．24   
2 内容を理解できた   4．05  3．48  0．57  3．54  0．52   
3 考え方・能力・知識・技術の向上にプラスだった   4．29  3．80  0．49  4．01  0．29   
4 シラバスの記述は適切だった   4．15  3．83  0．32  3．93  0．22   
5 教官に熱意が感じられた   4．36  4．03  0．33  4．14  0．23   
6 教え方（教授法）はわかりやすかった   4．05  3．58  0．47  3．73  0．32   
7 教官とのコミュニケーションがとれていた   4．20  3．32  0．88  3．67  0．53   
8 授業方法は工夫されていた   4．19  3．53  0．66  3．77  0．42   
9 教官の話し方は聞き取りやすかった   4．24  3．76  0．48  3．97  0．27   
10教科書、参考書などの情報提供は適切だった   3．89  3．58  0．32  3．68  0．21   
11板書はOHPなどは見やすかった   4．08  3．67  0．41  3．85  0．22   
12私語を注意するなど、勉学の環境が保たれてい   4．17  3．82  0．34  3．91  0．25   
13教室、施設、設備が良かった   4．10  3．78  0．33  3．76  0．34   
14この授業は総合的に判断すると良い授業だった   4．36  3．85  0．52  4．04  0．33   
注（リ：講義とはスポーツ実技と教養セミナー以外の一府  受教育科目（講義形式の授    業）を指  す。   
注②：少人数講義とは履修登録者数40名以下の講義を指す。  
設問7（教官とのコミュニケーション）において，両者の評価に大きな差ができた理由   
はクラス規模の違いだとも考えられる。講義形式の授業の平均クラス規模が105人である   
のに対し，教養セミナーは38人と比較的小さく，教員と学生との双方向的なコミュニケー   
ションが容易であると考えられるからである。  
もっとも，教養セミナーの平均クラス規模が38人というのは，必ずしも少人数とは言え  
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ないかもしれない。しかし，その内訳をみると，20人以下の教養セミナーが全体の半数（図   
表4の44のセミナーのうち22）を占めており，講義形式授業の場合は全体の1割程度に過   
ぎない（図表4の237授業のうち24）のと比べれば遥かに恵まれていることは明かである。  
しかし，単にクラス規模が小さいことが教養セミナーへの高い評価につながっているわ   
けではない。図表4には少人数講義（履修登録者数が40名以下の講義）の授業評価結果も   
示されているが，少人数講義は平均クラス規模が22名．であるにも係わらず，総合満足度を   
示す設問14の評価（4．04）で，教養セミナー（4．36）をかなり下回っているからである。  
特に開きが大きいのが教官とのコミュニケーションを示す設問7（0．53ポイント）や授   
業内容の理解度を示す設問2（0．52ポイントも）である。また，設問8（授業方法が工夫   
されているか）でも，0．42ポイントも少人数講義が教養セミナーを下回っていた。  
つまり，講義形式の授業の場合は，受講生が少人数であっても，それを学生とのコミュ   
ニケーションを深めることに活用できておらず，その結果「授業内容を理解できない」学   
生が多くなってしまうと考えられる。また，教養セミナーには，実験や実習など体験学習   
を組み入れたものや，外部講師の活用，ディベートやグループ作業を含むものなど，様々   
な工夫がなされた授業が多い。この点も，教員による一方通行的なレクチャーになりがち   
な講義形式の授業と比べ，授業評価での良い成績につながっているのであろう（3）。  
4．教養セミナーの課題  
平成18年1～2月に実施した教養セミナーに関するアンケートでは，教養セミナーを履修   
しなかった学生にその理由を聞いている。その結果が図表5である。  
図表5教養セミナーを履修しなかった理由   
選択肢   
回答学生数  構成比  
合計  男  女  合計  男   女   
1．報告や発表が苦手だから   972  606  366  50．2％  48．3％  53．6％   
2．レポートを書くのが苦手だから   140  100  40  7．2％  8．0％  5．9％   
3．少人数だと勉強が大変そうだから   135  81  54  7．0％  6．5％  7．9％   
4．興味ある教養セミナーがなかったから   419  280  139  21．6％  22．3％  20．4％   
5．人数調整のため受講できなかった。   84  55  29  4．3％  4．4％  4．2％   
6．履修制限や時間割の関係で履修できなかった  177  124  53  9．1％  9．9％  7．8％   
7．同じような少人数の科目を受講したから   9  2  0．6％  0．7％  0．3％   
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これによれば，「報告や発表が苦手だから」という回答が圧倒的に多く，全体の半分（5  
0．2％）占めていた。また，男子学生（48．3％）より，女子学生（53．6％）に苦手とする   
割合が多いことも注目される（これに対し，「レポートを書くのが苦手だから」という回   
答では男子学生の割合が高い）。  
山形大学に限らず，日本人（の特に若者）が人前での報告・発表を苦手とすることは，   
広く指摘されているところであるが，そのような苦手を克服するために開講されているは   
ずの教養セミナーを，肝心の「苦手な学生」が履修していないのは問題である。  
図表6からわかるように，学生アンケー   
トによれば，教養セミナーの履修者は1000   
名を超えているのであるが，これは2コマ   
以上履修する学生が多いことによるかさ上  
図表6教養セミナー履修状況  
履修状況  構成比  延べ人数  重複分  
1コマのみ履修  307  53．2％   307   0   
2コマ履修   170  29．5％   340  170   
3コマ履修   44  7．6％   132   88   
4コマ履修   56  9．7％   224  168   
履修者計   577  100．0％   1003  426  
注：577人が履修し、履修者は1003名いる勘定。   
図表7 学生の教養セミナー履修理由（複数選択可）  
げであり，実数では577名．   
に過ぎない。また，図表7   
で教養セミナーを履修した   
理由を見ると，「授業のテ  
ーマに関心があったから」  
選択肢   回答数  構成比   
1．先生から綿密な指導を受けられそうだから   78  13．5％   
2．先輩、友人に勧められたから   66  11．4％   
3．授業のテーマに関心があったから   437  75．7％   
4．実験や実習に関心があったから   70  12．1％   
5．少人数だと刺激が大きくて勉強になるから。   42   7．3％   
6．レポートや論文の作成技術向上のため。   25   4．3％   
7．討論・発表など，コミュニケーション能力向上のため   73  12．7％   
合計   577  100．0％  
図表8教養セミナー履修の成果（学生、複数選択可）  という回答が全体の76％を占め，  
選択肢   回答数  構成比   
1．課題を見出し探求する能力の向上   159  27．6％   
2．討論や議論をする能力の向上   90  15．6％   
3．人前で話したり、発表したりする能力の向上   134  23．2％   
4．レポートや論文の作成能力の向上   106  18．4％   
5．共同作業能力、チームワーク能力の向上   92  15．9％   
6．専門の基礎となるような知識の習得   140  24．3％   
7．社会人としての幅広い教養の習得   195  33．8％   
8．実験・実習の方法や基礎技術の習得   32  5．5％   
合計   577  100．0％   
「討論・発表など，コミュニケー   
ション能力向上のため」と回答し   
た学生は13％足らずに過ぎない。  
図表8は，教養セミナー履修の   
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成果についての学生アンケートの結果を示している。これによれば，履修の成呆としても   
つとも多かったのが，「社会人としての幅広い教養の習得」（34％）であり，ついで「課題   
を見出し探求する能力の向上」（28％），「人前で話したり，発表したりする能力の向上」   
（23％），「レポートや論文の作成能力の向上」（18％）となっている。学生の教養セミナー   
履修の理由は授業のテーマへの関心であったとしても，履修の結果，課題探求能力やコミ   
ュニケーション能力の向上など，転換教育の目的は（十分とは言えないにしても）かなり   
の程度達成されていることがわかる。したがって，多くの学生の履修を促すことが，まず   
第一に取り組むべき課題と考えることができよう。  
おわりに  
以上のように，アンケート結果を見る限り，教養セミナーは転換教育として重要な役割   
をすでにかなりの程度達成していることがわかった。現時点の最大の問題は「課題探求能   
力」「文章作成能力」「発表や討論する能力」などを高めることの重要性が学生に必ずし   
も十分理解されておらず，そのためたとえば「報告・発表が苦手な学生」が履修を忌避す   
るような現象が見られるということである。ただちに必修化することは難しいとしても，   
オリエンテーションなどの場を利用して教養セミナーの重要性を宣伝し，新入生全員の履   
修を促すことが必要とされている。  
もちろん，それとあわせて大学側もFD活動などを通じて，教養セミナーの授業内容の   
改善に取り組むべきであることは言うまでもない。討論や発表などを苦手とする学生が受   
講しやすいような教養セミナーの授業プログラムの開発やプレゼンテーション・スキルの   
上達のための講義や課外講演会などを充実させることも検討課題と言えよう。  
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＊1 本文で紹介した平成12年以前のものとしては，教養部の一般教育研究が『これからの   
教養教育のために』（平成6年9月）で「一般教育における少人数の授業として設定された   
教養セミナーは，学生の受講希望も多く，現状では要望に応えきれない。大幅に数を増   
やすことを考える必要がある。」（p．5）と指摘し，さらに教養部廃止後も，教養教育研究   
会が『教養教育のさらなる充実のために』（平成10年9月）で，「多大な負担を覚悟した上   
で，『教養セミナー』の充実を提案したい」（p．11）としていた。  
＊2 大学評価・学位授与機構『教養教育評価報告書（山形大学）』（平成15年3月）でも，   
本学教養教育の教育効果について，教養セミナーを特に取り上げ，「前期，後期とも5段   
階評価で4以上と，受講生の評価は非常に高い」と指摘，「特に優れている」と評価して   
いる（p．7）。  
＊3 前掲，大学評価・学位授与機構『報告書』（平成15年3月）では，本学教養教育の教育   
方法について，教養セミナーを次のように，高く評価している。  
「教養セミナーを中心に，学長主催による卒業生とのディスカッション形式の授業，学   
生主体型の授業，地理的な特性を生かし，見学や野外実習を取り入れた『冬山セミナー』，  
『家畜と人間』などを実施しており，特色ある取組である」と（p．6）。  
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